
北前船主の館右近家ご視察
　

７
月
４
日
、
第
43
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
が
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で
開
か
れ
、

日
本
赤
十
字
社
名
誉
副
総
裁
の
皇
太
子
殿
下
は
、
こ
の
大
会
に
ご
臨
席
の
た
め
、
二

日
間
の
日
程
で
、
３
日
午
後
に
来
県
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
外
の
水
運
の
研
究
を
深
め
ら
れ
て
い
る
皇
太
子
さ
ま
は
、
南
越
前
町
の
「
北

前
船
主
の
館
右
近
家
」
を
ご
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
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お
召
車
は
、
７
月
３
日
午
後
３
時
頃
、
国
道
８
号
を
通
っ
て
南
越
前
町
に
入
り
、

皇
太
子
さ
ま
は
、
具
谷
バ
ス
停
前
の
沿
道
で
待
ち
構
え
て
い
た
住
民
に
お
手
を
振
ら

れ
ま
し
た
。
桜
橋
総
合
運
動
公
園
め
だ
か
の
学
校
前
、
赤
萩
バ
ス
停
前
、
河
野
坂
下

商
店
前
と
住
民
の
歓
迎
を
受
け
、午
後
３
時
25
分
、北
前
船
主
の
館
右
近
家
に
ご
到
着
。

日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
の
沿
道
の
歓
待
に
、皇
太
子
さ
ま
は
笑
顔
で
応
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

右
近
家
玄
関
に
、
皇
太
子
さ
ま
が
ご
到
着
さ
れ
る
と
、
増
澤
町
長

が
「
本
日
は
よ
う
こ
そ
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。」
と
あ
い
さ
つ
。      

右
近
家
当
主
右
近
順
一
さ
ん
や
議
長
、
副
町
長
を
紹
介
後
、
右
近
家
内

を
先
導
、
長
屋
門
や
右
近
家
の
船
旗
紋
な
ど
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

３
日
午
後
は
、
降
り
し
き
っ

て
い
た
雨
も
上
が
り
、
河
野
地

区
は
歓
迎
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
町
内
の
お
迎
え
場
所
に

は
、
来
町
さ
れ
る
皇
太
子
さ
ま

を
歓
迎
し
よ
う
と
、
早
く
か
ら

住
民
が
集
ま
り
、
い
ま
か
い
ま

か
と
お
待
ち
し
ま
し
た
。

　

右
近
家
前
駐
車
場
に
は
、
午

後
３
時
に
は
河
野
小
、
中
学
校

の
全
生
徒
ら
１
５
０
人
も
揃

い
、
約
７
０
０
人
が
お
出
迎
え

し
ま
し
た
。

北
前
船

八
幡
丸
模
型
、
船
絵
馬
を
ご
鑑
賞

　

右
近
家
は
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治
中
期
に
北
海
道
と

大
阪
を
結
ん
だ
北
前
船
船
主
の
邸
宅
。
県
立
歴
史
博
物

館
の
山
形
裕
之
学
芸
員
の
案
内
で
、
八
幡
丸
の
模
型
を

は
じ
め
、
北
前
船
交
易
に
関
す
る
古
文
書
や
相
場
帳
な

ど
、
約
二
百
点
の
展
示
品
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
河
野
北
前
船
研
究
会
」
の
右
近
了
一
会
長
、

会
員
の
下
中
賢
さ
ん
、
玉
村
ひ
ろ
美
さ
ん
ら
と
懇
談
。

右
近
家
の
菩
提
寺
・
金
相
寺
に
伝
わ
る
「
青
玉
」
を
手

に
取
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
を
介
し
中
国
か
ら
運
び
こ
ま
れ

た
と
の
由
来
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

皇
太
子
さ
ま
を
お
迎
え
し
て

福
井
県
立
歴
史
博
物
館　

山
形　

裕
之 

学
芸
員

（
河
野
北
前
船
研
究
会
員
）

　

右
近
家
は
、
建
物
の
公
開
と
同
家
の
廻
船
経
営
に
関
わ
る
資

料
の
展
示
を
目
的
に
平
成
２
年
５
月
に
開
館
、
そ
の
時
か
ら
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ご
視
察
で
、
皇
太
子
さ
ま
は
、
商
品
価
格
の
地
域
差

を
利
用
し
た
「
買
積
み
商
い
」
や
、
河
野
・
今
泉
浦
と
府
中
（
越

前
市
）
な
ど
を
結
ぶ
運
送
業
者
間
の
約
束
事
を
記
し
た
15
世
紀

の
文
書
「
馬
借
中
之
定
之
事
」
に
ご
興
味
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
敦
賀
に
向
か
う
お
車
の
中
で
は
、
中
村
三
郎
右
衛
門
（
三

之
丞
）
家
の
こ
と
も
お
話
し
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の

ご
訪
問
を
機
に
、
日
本
海
海
運
の
歴
史
的
に
貴
重
な
船
主
の
館

の
あ
る
河
野
地
区
に
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

▲右近家当主右近順一さんとお話しされる皇太子さま

皇太子さまご来町

▲河野北前船研究会と懇談される皇太子さま ▲八幡丸の模型やのぼりをご覧になる皇太子さま（写真：県提供）

▲船絵馬  仁恵（じんえい）丸  －町指定文化財－


